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論文題目： 日本近代における女性教師表象の変容と展開 

 学位申請者 小橋玲治 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学准教授 橋本順光 

  副査 大阪大学教授   清水康次 

副査 大阪大学教授   中直一 
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【論文内容の要旨】 

本論文は、明治から昭和にいたる近代日本において、女性教師がどのように表象されてきたのかを通時的にと

りあげている。河竹黙阿弥の『女書生』に象徴される「男装の女性」として興味本位か否定的にしかとらえられ

なかった存在が、英国のとりわけガヴァネス（小説）などとの接触から従来の「乳母」や「女中」などと習合し

つつ、帝国の尖兵や教室内の母として描かれ、1922 年および 1934 年の「殉職」事件を契機として国へ奉仕する存

在へと統合されることが指摘される。 

 第一部「初期の女性教師言説」は、明治における女性（家庭）教師の出現とそれをとりまく言説が、語義の変

遷や統計資料をもとに整理され、黙阿弥の『女書生』、末広鉄腸の『雪中梅』、山田美妙の『嫁入り支度に教師三

昧』などの作品で否定的に描かれていることを指摘している。 

 第二部「「女学生小説」の中の女性教師表象」では、小杉天外の『魔風恋風』と小栗風葉の『青春』を中心に、

女性教師が女学生と対立する「「結婚できない」存在」として規定され、男性領域への侵犯が喫煙や動物虐待反対

運動などによって象徴されることが指摘される一方で、唐突にも見える海外への赴任という結末の重要性が確認

される。 

 第三部「海を渡る女性教師という現象とその表象化」は、「内蒙古」に派遣された河原操子や暹羅に派遣された

安井てつなど、20 世紀初頭に海外に派遣された女性教師の活躍の事績と、大月隆の『臥龍梅』などの小説に描か

れた姿が対照的であることを、シャーロット・ブロンテの『ヴィレット』と対比しながら指摘する。 

 第四部「女性家庭教師の表象」は、英国のガヴァネス（小説）とその移入を、内田魯庵翻訳の『罪と罰』や「春

風裡」、水谷不倒の中途で終わった『ジェーン・エア』の翻訳などからたどりつつ、ヘンリー・ウッドの『イース

ト・リン』とその翻訳および翻案の検証を経て、荷風の『地獄の花』といった独自の作品が誕生した過程を発掘

する。 



 第五部「女性教師表象転換の時代に」は、啄木の「雲は天才である」と有島武郎の「一房の葡萄」を転換の例

として指摘し、小野訓導殉職事件が国への統合という先例となったことを指摘している。 

【論文審査の結果の要旨】 

本論文は、上記の五部構成全14章、それに序論と結語、補論、年表を加え、全体で 261 ページ、本文と脚注だ

けでも 400 字詰め換算で 600 枚以上に及ぶ。このうち 4 つの章が、書籍に寄稿した 1 章、査読を経て学会誌に掲

載された 3本の論文を初出とし、それらは収録にあたってしかるべき改稿がほどこされている。 

 従来、ほとんど研究のなかった女性教師表象に注目することで、これまでほとんど論じられてこなかった作品

を資料の博捜から発掘する一方、荷風の『地獄の花』といった著名な作品に新たな光をあてるなど、女性教師イ

メージの通史として、その多様性を描き出したことは高く評価された。 

 ただそれらの多様性は、女性教師表象の多面性として立体化することに成功しているというより、家庭教師か

ら、小学校教員、女学校の教師など、時に性質が大きく異なる存在を「女性教師」として包摂したためという可

能性は残念ながら否定できない。統計資料や、実在する女性教師についての事績を参照してはいるものの、それ

らが系統的に言及されるとはいいがたいことと、この問題は無縁ではないだろう。実在する女性たちとの対比も、

それらは第三部に偏重しており、逆に転換期を論じる第五部においては、その重要性にもかかわらず訓導事件の

分析のみが中心となり、そうした事件について関連する物語やテクストが言及されないのは不満が残る。 

 英語圏のガヴァネス小説についても、『ジェーン・エア』を代表にむしろそこでは結婚が大きな主題となってい

るにもかかわらず、英国の文脈やその交渉の分析は表面的なものにとどまっており、本文での挿絵分析と「日英

の雑誌に見られる女性教師表象の比較」という補論が関係づけられなかったのは残念といわねばならない。明治

時代における女性教師の海外派遣が、ケンブリッジ・ウーマン・ネットワークと関わるという興味深い指摘があ

り、エセル・ハワードといった英語圏からの女性家庭教師についての言及があるものの、それらが「一房の葡萄」

その他のテクスト分析と相乗効果を生んでいないことも惜しまれる。 

 上記のような問題点が散見されるとはいえ、膨大な一次資料と関連する二次資料を、時に現地取材を行いなが

ら女性教師表象という一点においてまとめあげ、その多様性を明らかにすることで今日の原型的なイメージの成

立に至る道筋をつけたことは、今後の可能性を感じさせるものとして審査員一同から高く評価された。図像にみ

る女性教師表象や、英国のネットワークとの関連、そして周縁的な存在が国家体制に統合される過程など、ここ

から魅力的な主題が発展することについても強い期待が寄せられた。以上のことを鑑み、本論文を博士（文学）

の学位にふさわしい価値を有するものと認定する。 


